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症例報告
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時に大腿裂創を生じた4歳男児例．日本小児臨床薬理学会雑誌，35（1）：34‐37，2022，9．

6 ○坂田資尚，朝長道人，行元崇浩，武富啓展，鶴岡ななえ，成瀬尚美，芥川剛至，下田 良，三池
徹，阪本雄一郎，江﨑幹宏：急性出血性直腸潰瘍を発症したCOVID‐19重症肺炎の1例．日本大
腸検査学会雑誌，38（2）：93‐101，2022．

学会発表
国内全国規模の学会
1 阪本雄一郎：佐賀県における新型コロナ感染症に対する医療体制．第34回日本喉頭科学会総会なら
びに学術講演会（ハイブリッド開催），教育講演．2022，3，10‐11（現地開催），2022，3，24‐4，
28（オンデマンド配信）．

2 吉武邦将，佐々木彰，山崎弘貴，毛利耕輔，松岡綾華，朝日美穂，鳴海翔悟，三池 徹，小網博之，
阪本雄一郎：SAM（Segmental arterial mediolysis）との鑑別が難しく，治療に苦慮した孤発性の
解離性胃動脈瘤の1例．第49回日本集中治療医学会学術集会（完全オンライン開催），（ポスター27
（P）循環②）／第22回日韓ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコングレス（完全オン
ライン開催）．2022，3，18‐20（第49回日本集中治療医学会学術集会：ライブ配信），2022，4，
1‐7，15（第49回日本集中治療医学会学術集会：オンデマンド配信）／2022，7，3（第22回日韓
ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコングレス：ライブ配信），7，3‐15（第22回日韓
ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコングレス：オンデマンド配信）．

3 ＊樋口大空，朝日美穂，松岡綾華，中山賢人，櫻井良太，鳴海翔悟，三池 徹，阪本雄一郎：開腹手
術も検討されたが，血管内治療と ICU下での全身管理により良好な経過を辿った IIIb 型肝損傷の
1例．第49回日本集中治療医学会学術集会（完全オンライン開催），（ポスター65（P）外傷③）／
第22回日韓ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコングレス（完全オンライン開催）．2022，
3，18‐20（第49回日本集中治療医学会学術集会：ライブ配信），2022，4，1‐7，15（第49回日
本集中治療医学会学術集会：オンデマンド配信）／2022，7，3（第22回日韓ジョイントコングレ
ス，第1回日台ジョイントコングレス：ライブ配信），7，3‐15（第22回日韓ジョイントコングレ
ス，第1回日台ジョイントコングレス：オンデマンド配信）．
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4 小網博之：AT製剤を使用する上で知っておくべき Pros & Cons．第49回日本集中治療医学会学術
集会（完全オンライン開催），（教育セミナー（ランチョン）27）／第22回日韓ジョイントコングレ
ス，第1回日台ジョイントコングレス（完全オンライン開催）．2022，3，18‐20（第49回日本集中
治療医学会学術集会：ライブ配信），2022，4，1‐7，15（第49回日本集中治療医学会学術集会：
オンデマンド配信）／2022，7，3（第22回日韓ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコ
ングレス：ライブ配信），7，3‐15（第22回日韓ジョイントコングレス，第1回日台ジョイントコ
ングレス：オンデマンド配信）．

5 ○村川 徹，松岡綾華，祖川倫太郎，三池 徹，阪本雄一郎，川口 淳，門司 晃：救命センターで
の加療を要する成人外傷患者におけるせん妄発症予測モデルの開発．第118回日本精神神経学会学
術総会（ハイブリッド開催），（一般演題（ポスター）1）．2022，6，16‐18（現地開催＋ライブ配
信），2022，7，1‐9，30（オンデマンド配信）．

6 品田公太，小網博之，松岡綾華，阪本雄一郎：COVID‐19患者における呼吸サポート離脱と凝固モ
ニタリング．第33回日本臨床モニター学会総会，一般演題1 COVID‐19．2022，6，25‐26．

7 松岡綾華，小網博之，品田公太，阪本雄一郎：Rotational thromboelastometry（ROTEM）を用い
たCOVID‐19における出血性合併症の予測因子検討．第33回日本臨床モニター学会総会，一般演
題1 COVID‐19．2022，6，25‐26．

8 松岡綾華，福田顕三，池田飛鳥，岸川圭嗣，品田公太，小網博之，阪本雄一郎，今村一郎：重篤な
経過をたどった鎖骨下動脈損傷の1例．第36回日本外傷学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），
（口演6 胸部外傷1）．2022，6，30‐7，1（現地開催），2022，7，19‐8，19（オンデマンド
配信）．

9 山崎弘貴，松岡綾華，品田公太，中山賢人，岩永幸子，朝日美穂，鳴海翔悟，木庭真由子，小網博
之，阪本雄一郎：安定型骨盤骨折から出血性ショックに至り救命できなかった一例．第36回日本外
傷学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（若手医師セッション）．2022，6，30‐7，1（現地
開催），2022，7，19‐8，19（オンデマンド配信）．

10 中山賢人，小網博之，阪本雄一郎：重症熱傷患者における，栄養療法が与える腸内細菌叢への影響
の検討．第48回日本熱傷学会総会学術集会（ワークショップ3）／第31回日本熱傷学会講習会／第
23回スキンバンク摘出・保存講習会（ハイブリッド形式開催）．2022，7，28‐29（現地開催及び
LIVE配信）．

11 小網博之，阪本雄一郎，中山賢人：熱傷患者の来院時の凝固異常は重症度と相関するか？．第48回
日本熱傷学会総会学術集会（一般演題1）／第31回日本熱傷学会講習会／第23回スキンバンク摘出・
保存講習会（ハイブリッド形式開催．2022，7，28‐29（現地開催及び LIVE配信）．

12 中山賢人：V-V ECMOを要する重症COVID‐19肺炎の管理中に発生した気胸に対して，胸腔ド
レーンを留置したが，大量出血を来した1例．第44回日本呼吸療法医学会学術集会（ハイブリッド
開催），（一般演題口演 症例：ECMO1）．2022，8，6‐7（現地開催），2022，8，22‐10，3（オ
ンデマンド配信）．

13 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration 地域医療の一助として．第14回日本Acute Care
Surgery 学会学術集会，ランチョンセミナー2．2022，9，30‐10，1．

14 朝日美穂，阪本雄一郎：COVID‐19流行下の当院救急外来での取り組み．第14回日本Acute Care
Surgery 学会学術集会，パネルディスカッション2．2022，9，30‐10，1．
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15 ○松浦 洋，品田公太，松岡綾華，平塚昌文：自傷行為による外傷性血気胸に対して胸腔鏡補助下に
肋間動脈止血術を施行した1例．第14回日本Acute Care Surgery 学会学術集会，ポスター8：
心・血管・胸部．2022，9，30‐10，1．

16 小網博之：線溶異常から見た敗血症の病態生理．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブ
リッド開催），（パネルディスカッション 敗血症と微小循環）．2022，10，19‐21（現地開催＋オン
デマンド配信）．

17 品田公太，松岡綾華，小網博之，阪本雄一郎：ベイジアンネットワークを用いた，自己心拍再開を
得た成人非外傷性院外心停止症例の予後予測．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッ
ド開催），（一般演題 心肺停止4）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

18 本村彩紀，松岡綾華，朝日美穂，木庭真由子，小網博之，井樋有紗，甲斐敬太，相島慎一，阪本雄
一郎：多発性骨髄腫を背景とした心停止後症候群の経過中にサイトメガロウイルス肺炎を合併し死
亡に至った1剖検例．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（一般演題 感
染症・敗血症10）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

19 牛島宏貴，小網博之，松岡綾華，品田公太，中山賢人，岩永幸子，朝日美穂，鳴海翔悟，木庭真由
子，山下 駿，阪本雄一郎：COVID‐19に加え非典型的な臨床所見であったため診断に苦慮した日
本紅斑熱の1例．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（一般演題 感染症・
敗血症10）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

20 松岡綾華，小網博之，品田公太，阪本雄一郎：Rotational thromboelastometry（ROTEM®）を用
いたCOVID‐19オミクロン株の凝固能検討．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッ
ド開催），（一般演題 血液凝固異常線溶異常2）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

21 元村晃大，松岡綾華，小網博之，阪本雄一郎：ドクターヘリと地域医療機関の連携で良好な転機を
たどった外傷性院外心肺停止の1例．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），
（一般演題 地域医療・連携2）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

22 中山賢人，小網博之，阪本雄一郎：当院における男性救急医の育休取得状況の検討～持続可能な育
休取得を目指して～．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（一般演題 男
女共同参画・キャリアパス1）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

23 毛利耕輔，元村晃大，本村彩紀，牛島宏貴，馬場裕太，山崎弘貴，古川祐太朗，松岡綾華，品田公
太，阪本雄一郎，平川治樹：COVID19ワクチン接種後のアナフィラキシーを疑った後咽頭間隙血
腫の一例．第50回日本救急医学会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（一般演題 高齢者の救急
4）．2022，10，19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

24 ＊稲葉基高，切詰和孝，木庭真由子，鈴木 昌，中山恵美子，彦根麻由：討論．第50回日本救急医学
会総会・学術集会（ハイブリッド開催），（未来討論 テーマ6 貧困・異文化・飢餓）．2022，10，
19‐21（現地開催＋オンデマンド配信）．

25 小網博之：救急医のための“研究留学のすすめ”．第37回日本救命医療学会総会・学術集会（ハイ
ブリッド開催），（スポンサードシンポジウム2）．2022，9，16‐17（現地＋オンライン開催）．

その他の学会
1 小網博之：敗血症性DIC の診断とAT測定の意義について．第6回ERMedicina Conferenza（Lec-
ture ①）．2022，1，20．

2 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration．八代敗血症セミナー，特別講演．2022，2，9．
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3 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration 地域医療の一助として．Critical Care Conference
2022．2022，3，15．

4 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration 地域医療の一助として．大分外科DIC セミナー．
2022，6，8．

5 古川祐太朗：感染症および災害医療支援に関する講演．医学生キャリアセミナー（熊本大学医学部）．
2022，6，22．

6 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration 地域医療の一助として．関東CE敗血症セミナー，
特別講演．2022，8，23．

7 阪本雄一郎：The 2030 World Sepsis Declaration 地域医療の一助として．集中治療カンファレンス
in 鹿児島，特別講演．2022，11，4．

8 阪本雄一郎：佐賀県の高度救命救急センターにおけるドクターヘリ・災害対応・新型コロナ対応．
佐賀県議会難病対策推進議員連盟研修会，講師．2022，11，21．

9 阪本雄一郎：佐賀県における新型コロナ対応のベットコントロール及び佐賀大学における男性救急
医の育児休暇．第10回かわさき救急フォーラム，特別講演．2022，12，6．

10 阪本雄一郎，阿部智介，織田良正，神代 修：佐賀県のCOVID‐19×プライマリ・ケア，総合診
療．日本プライマリ・ケア連合学会佐賀県支部第7回学術集会（ハイブリット開催），シンポジウ
ム．2022，12，10（現地開催＋WEB開催）．

11 小網博之：敗血症を疑った際に知っておくべきAT測定の意義について．臨床に役立てる「敗血
症性DIC」の“これまで”と“これから”．2022，2，2．

12 小網博之：敗血症性DIC と佐賀大学．旭化成ファーマ社内教育講演会「敗血症性DIC の治療につ
いて」．2022，4，6．

13 小網博之：救急医療におけるDIC の考え方～外傷も敗血症も心肺停止も～．第27回松山救急医療
懇話会．2022，6，28．

14 小網博之：敗血症性DIC を線溶系から考える．関東救急集中セミナー．2022，7，12．
15 小網博之：敗血症性DIC に対する抗凝固療法の意義を再考する．感染症Web講演会．2022，8，
31．

16 小網博之：救急外来から全血凝固能検査を究める．Thrombosis Treatment Seminar．2022，10，
3．

17 小網博之：全血粘弾性検査を用いた新たな救急集中治療戦略．集中治療カンファレンス in 鹿児島．
2022，11，4．

18 小網博之：外傷後の凝固線溶異常の考え方．若手医師のためのRelay Web Seminar．2022，12，8．
19 松岡綾華：救急診療における不眠症診療．Dayvigo Premium Digital Seminar in 佐賀，講演．2022，

7，20．
20 松岡綾華：佐賀大学医学部附属病院高度救命救急センターにけるレンボレキサントの使用経験．レ

ンボレキサント Premium Digital Seminar，講演．2022，7，25．
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職 名 氏 名
補助金（研究助成）
等の名称

種 目
1：代表
2：分担
該当番号を記入

研 究 課 題 等
交付金額
（千円）

助 教 松岡 綾華 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 外傷患者のせん妄予測モデル
構築と長期認知機能解明

910

教 授 小網 博之 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 外傷患者のせん妄予測モデル
構築と長期認知機能解明

0

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 外傷患者のせん妄予測モデル
構築と長期認知機能解明

0

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 せん妄群と非せん妄群におけ
る血中の単球から誘導したミ
クログリア様細胞の動態比較

100
（66）

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 プレホスピタルケアに従事す
る看護師の PTSD発症予防
策の構築に向けた基礎的研究

65

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 確率的潜在構造モデリングシ
ステムを用いた「次世代人工
知能」による敗血症治療支援

0
（1228）

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 DPCデータと看護必要度を
統合した次世代AI システム
による看護支援手法の評価

1，170

教 授 小網 博之 科学研究費助成事業 基盤研究C 1 重症外傷患者に対する大量輸
血療法に伴う補体活性化と輸
血副反応への影響

260

教 授 阪本雄一郎 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 重症外傷患者に対する大量輸
血療法に伴う補体活性化と輸
血副反応への影響

65

助 教 松岡 綾華 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 重症外傷患者に対する大量輸
血療法に伴う補体活性化と輸
血副反応への影響

13

助 教 品田 公太 科学研究費助成事業 基盤研究C 2 重症外傷患者に対する大量輸
血療法に伴う補体活性化と輸
血副反応への影響

13

教 授 阪本雄一郎 医療機関ネットワー
ク事業

1 688
（80）

助 教 中山 賢人 全国共済農業協同組
合連合会（JA共済
連）

助成金 1 腹部外傷による腸内細菌叢の
変化と重症外傷患者に対する
大量輸血療法

850

助 教 品田 公太 全国共済農業協同組
合連合会（JA共済
連）

助成金 2 腹部外傷による腸内細菌叢の
変化と重症外傷患者に対する
大量輸血療法

10

※（ ）は繰越金で外数

研究助成等
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職 名 氏 名 学術（学会）賞名 受 賞 課 題

教 授 阪本雄一郎 令和4年度消費者支援功労者表彰 内
閣総理大臣表彰

学術（学会）賞
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